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甘長ピーマンえそ症 (仮称)に関する研究
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Studics on swcct pcppcr(CapsiCum annuum)nccrOSiS Symptom
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要 約 :甘長 ピーマンえそ症の特徴および地域での発生実態の把握を行つた。また、発症 した葉の症状には退緑やえそ
モなどウィルス病害に類似 した症状が確認 されたため、発症に関与するウィルス種について検討 した。えそ症は生長点

T:二が黄化 し、症状の進行に伴い葉及び果実の落下が生 じる。地域での発生状況は、2003～ 2005年度では発生面積が

=ス
したが、2006年度では減少 し、2007年度では再び拡大 した。各生産者別の年次変動では、えそ症がいったん発生

千 三と、次年度以降も継続する傾向が高かった。また、発生要因は、タバコマイル ドグリーンモザイクウィルスの関連

Fl・ 示唆された。

ニーワー ド :甘長 ピーマン、えそ症、タバコマイル ドグリーンモザイクウィルス (TMGMV)
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緒   言
玉県西南部に位置する海津地域では、 甘長 ピーマ

 ́Capsた″″α″″″″″)の 生産が行われている (139戸
1lha)。  この産地において、 8年程前から原因不明の
iそ症が発生 し、以後徐々に拡大して 2004年度には海

量丁長ピーマン部会全体の 10%に まで被害が拡大した。

ttし 、この他に本症状に類似 した症状が確認できる圃
■もあることから、これらを力日えると被害面積はさらに

=天
すると考えられる。

また、本症の発生について事前検討を進めた結果、複

蒸つウィルスの関与が考えられたものの直接的な発生原

三で |まなく不明な′点が多く残されている。このため、有

IIな対策技術が確立されておらず、今後さらなる被害の

=天
が懸念される。

そこで、本研究では、甘長ピーマンえそ症の特徴およ

1‐地域での発生実態の把握、発生要因の解明のための
ニ
ィルス種の検討を行つたので報告する。

1 甘長 ピーマンえそ症の特徴 と実態
甘長ピーマンえそ症の障害の特徴および本県西南部に

二置する海津地域での発生実態を調査した。

:材料及び方法 ]

2005年 6～ 8月 にかけて 71戸の各生産者の発生実態

*生
物工学研究所

**中
山間農業研究所

調査を行つた。調査は、日視による葉における黄化及び

えそ斑の形成等の症状の有無、果実における黄化及び奇

形等の症状の有無について行つた。

[結果]

本症状の発生初期では生長点付近の葉にえそ斑を

生 じ、黄化す る (図 1)。 さらに症状が進行す ると

落葉 し、株を軽 く振動 させるだけで果実の落果が認

められた。また、本症状が確認 された株には萎縮や

黄化 を伴 う奇形果が多発 した (図 2、 3)。 本症状

の発生は、 3月 中旬定植 の作型で、 5～ 7月 にか

け多発す る傾 向があったが、夏季の高温期 には症
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図 1 葉の黄化及びえそ斑の発生



図 2 奇形果 (萎縮果 )の発生

状が収束した。本症状の発生は、ハウス栽培で多くみら

れ、露地栽培では少ない傾向が確認されたcま た、いつ

たん発生すると、次年度以降も発生することが多く、被

害程度についても年々激化する傾向があつた。調査した

71戸 の うち、15戸 で葉の異常 (え そ斑の形成、黄化 )

が認められた。この 15戸 のうち、11戸 では果実の黄化、

萎縮症状も併せて観察された (表 1)。 果実の異常が発

生した生産者のうち、 3戸では症状が最も著しくなり6

～ 7月 には収穫皆無となつた。

[考察 ]

甘長ピーマンのえそ症は生長点付近の黄化から始まり

葉にはえそ斑が形成され、果実の奇形及び黄化へと進行

する。さらに、症状が進行した場合、葉および果実の落

下が生じる。そのため、秀品率および収量の低下につな

図 3 果実の黄化及び萎縮 (右 2つは正常 )

がり、大きな問題であると考えられた。

また、 5月 頃より発症 し始めるが、梅雨明け以降の高

温期にはこれらの症状は目立たなくなるのも、大きな特

徴の一つである。

黄化やえそ症が発生し、草勢が旺盛になる高温期に症

状がマスキングされ日立たなくなることから、この症状

の発生にウィルスが関与している可能性があると考えら

れた。

2 産地におけるえそ症の発生実態の推移
本県西南部での発生状況の把握及び発生の年次変動の

把握を行つた。

[材料および方法]

2003～ 2007年の 6～ 8月 にかけて、各生産者への発

13*)       6
*)う ち 2戸では葉の黄化、えそ斑形成はみられず、果実のみの黄化、萎縮がみられた
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1)前年度発生が確認されたが、発生が確認されなくなつた戸数
2)西濃地域農業改良普及センター調査
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三三書を調査を行つた。調査は、生産者ごとに葉におけ

l言 て支びえそ斑の形成等の症状の有無、果実における

言 二■び奇形等の症状の有無について行つた。

:篭異 :

三項における栽培様式別えそ症の発生状況を表 2に示

_■ :甘長ピーマンのえそ症の発生は、2003年度で 10
F ]104年 度で 11戸 、2005年度で 18戸 とな り、2003
ヽ 1:05年度の発生はほぼ同程度で推移 したが、2006年

三「 菱査では、えそ症の発生は 7戸 と大きく減少 した。

[::「 年度の調査では、21戸で発生が確認 され前年と比
、て大幅に増加 し、再び拡大傾向を示 した。えそ症は、

1::l～ 2006年度までは、ハウス栽培を中心に確認され、

三て裁培ではほとんど確認 されなかったものの、2007

三貢 :⊃調査では、えそ症の発生はハウスにおいて 12戸、

露壇において 9戸で発生が確認され、露地での発生が急

=.■
増加 した。

たそ症が発生した生産者の追跡調査の結果を表 3に示

_t=2004～ 2007年度で、 2ヵ 年以上継続 して発生が
百三:Iさ れたのは、それぞれ 9戸、10戸、 6戸、 3戸で

千つた。2005年度では 10戸 中 9戸が 3ヵ 年継続、2006

三更では 6戸中 4戸が 4ヵ 年継続、2007年度では全て

i・ 年継続であり、えそ症の継続発生の頻度は高かつた。

=三
責に発生が確認されたが翌年確認されなくなった生

三言|ま、2006年度ではえそ症の発症の減少に伴い 11戸

て■つたが、2004年度、2005年度はともに 1戸 のみ、

1::「 年度は 4戸であつた。2003～ 2006年度にかけて、

ミ三が回復後、再び発生が確認される生産者はなかった

1 2007年 度では 5戸で再発症が確認された。

[考察 ]

甘長ピーマンのえそ症の現地での発生の年次変動は、

2003～ 2005年度の発生はほぼ同程度であつたが、2006

年度には大きく減少 した。また、その翌年の 2007年度

には大幅に増加 し、再び拡大傾向を示した。このように、

甘長ピーマンのえそ症の年次変動は、発生が激減 した年

もあれば、激増した年もあり、その要因は気象条件、栽

培管理方法等が考えられる。

また、2003～ 2006年度はほぼハウス栽培を中心に確

認されたが、2007年度に露地栽培での発生が急激に増

加した。このように、甘長ピーマンえそ症は、当初ハウ

ス栽培でのみ発生がみられるていたが、近年、露地栽培

でも発生が広がり、栽培様式の違いによる発生の差はな

いと考えられた。

甘長ピーマンのえそ症は、同一生産者で例年発生する

ことから、土壌伝染等発生要因との関連が示唆された。

また、若千ではあるが、一度発生が確認されたが、後に

発生が確認されなくなった生産者も認められ、この要因

としては、気象条件、栽培管理の改善など考えられるが、

今回の調査では判然としなかった。甘長ピーマンのえそ

症の防止技術を検討する上で、解明する必要があると考

えられた。

3 えそ症の発生原因の解明
甘長ピーマンえそ症の発生要因は、その障害の形態や

地域での発生状況から、ウイルスの関与が考えられた。

そこで、RT PCR法による遺伝子診断を行い、甘長ピー

マンのえそ症発症株からウィルスの検出を行つた。

[材料および方法]

2005～ 2008年 に採取 した発症葉及び健全葉か ら

SV Total RNA Isolation Systcm (Promcga社 )を 用 い
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total RNAを 抽 出 した。その後、定法にて、RT―PCRを

実施 したc尚、調査 したウイルス種は C″
`″
777bO″ ″οsαた

ソ′″νs(CMV)、 あらα
`ε
ο″οsαた ソブr″s(TMV)、 あ″α′ο

″Osα′εッ″′s(ToMV)、 BЮαグらσα′w′ノ′ν″クs(BBWV)、

PC′′′′″ノ″″ο′r/aップ″s(PMMoV)、 物″αゎα,′′″″ツツプr″s

(TAV)、 ∠枠枠 ″οsαたソ′′ιィs(AMV)、 Pο忽ゎ yソ′rンs(PVY)、

Pο′α′οりrッ″″s(PvX)、 Cαpsたク″ε力わ
“
οs,sソ′″s(CaCV)、

あらαεごο″′′グgr``″ ″οsαた 力″′s(TMGMV)、 あらαεθο

′′ε40Sお νノ′νs(TNV)、 Ib″αわら′οrた″″′′′ッれ s(TSWV)
の計 14種類 とした。また、TMGMV特 異的プライマー

は TMGMV‐ F(5'― AACAGCAATTTGCGGATGCC-3'

nt 5802‐ 5821 acccssion M34077)、 TMGMV‐ R(5'‐

ACTAGCAGTCTCAAAGCCTG-3'nt 6112-6093 acccssion

M34077)と し、DNA増幅サイズを 31lbpと した (そ の

他の ウイルス種の塩基配列略 )。 反応条件 は 95℃ 5分

(lcycに )、 95℃ 30秒、55℃ 30秒、72℃ 1分 (40cyclcs)、

72℃ 5分 とした。

[結果 ]

14種類のウィルスついて検討 した結果、タバ コマイ

ル ドグリーンモザイクウィルス (TMGMV)の みに特異

的な DNA断片が増幅 された。また、2005～ 2008年に採

取 したどのサンプルからもTMGMVの 特異的 DNA増幅
断片が得られた (図 4)。

その他のウィルス種については全て特異的な DNA断

片が増幅されなかつた。

M12345
(bp)

1489

925

421

図 4 タバ コマイル ドグ リー ンモ ザイ ク ウィ

ル ス (TMGMV)に 対す るRT PCR結果

M:λ EcoT141DNAマ ーカー、1:2005年 度サンプル、

2:2006年度サンプル、3:2007年度サンプル、

4:2008年度サンブル、5:健全葉

[考察 ]

2005～ 2008年 に採 取 した どのサ ンプル か らも

TMGMVの 特異的 DNA増幅断片が得 られ、また、そ
の他のウィルス種については全て特異的な DNA断片が

増幅されなかったことから、供試 したウィルス種では、

TMGMVの 関連性が示唆された。

総合考察

甘長ピーマンのえそ症は症状が進行した場合、葉およ

び呆実の落下が生じる。そのため、秀品率および収量の

低下につながり、大きな問題であると考えられ、迅速な

発生原因の解明と対策技術の確立が必要である。

本症は調査当初、2003～ 2006年度ではハウス中心の

発生であり、栽培様式の違いの関与による生理障害が考

えられた。 しかし、2007年度には露地栽培での発生が

急激に増加 したことから、栽培様式の違いと本症の発生

に関連性がないと考えられたc

本症の地域での発生状況は 2006年度に減少したよう

な年次変動もみられたが、2003～ 2007年度まで拡大傾

向にあり、ハウス栽培中心の発生であったが露地栽培に

も拡大した。さらに、本症はいったん発生が認められる

と継続する傾向が高かつた。以上のような特徴から本症

の発生原因は生理障害よりも病気によるものと考えられ

た。

また、本症の症状は生長点付近の黄化から始まり、呆

実の奇形及び黄化へと進行する。さらに、症状が進行し

た場合、葉及び果実の落下が生じる。このような症状を

呈することから、ウィルスの関与が考えられた。そこで、

関与が想定される 14種類のウイルスついて RT‐ PCR法

による遺伝子診断を行つた結果、タバコマイル ドグリー

ンモザイクウィルス (TMGMV)の みに特異的な DNA断

片が増幅され、発生との関連性が考えれた。

TMGMVは トバモウイルスに属し、感染経路は主に
接触伝染および土壌伝染とされ、種子伝染もあるとされ

ている
1)。
この トバモウイルス属には、TMGMVの 他に、

トウガラシマイル ドモ ットルウイルス (PMMoV)、 タ

バコモザイクウイルス (TMV)が 属 しているため、類

縁ウイルスとの関連性について検討した。

本症の特徴 は、高知県の ピーマ ン 。ししと うで



≒生が報告されているモザイク病と類似 している
2)。
高

■県での症状は TMVと TMGMVに よるモザイク病で、
葉や呆実に明瞭なモザイクを生じるほか、葉や茎にえそ

を生じることがある。PMMoVに よるモザイク病では、
ミに軽いモザイクを生じ、果実は退緑～黄化症状を示す

1,、 えそを生じることはないとされている。本研究にお

|て も、甘長ピーマンえそ症葉からトバモウイルスの

つであるTMGMVが 検出されたことから、本症状に
IMGMVが 関与している可能性が高いと考えられた。
今回の調査では、例年同一圃場で持続的に発病する

.頂
]`が あること、また、発生面積の年次経過を調査 し

■結果、穏やかに拡大していることが明らかとなった。

TヽlGMVが本症状の発生に関与 していると仮定した場

三、本ウイルスは土壌伝染により感染拡大することから、

三壌中の感染植物体残澄が主な感染経路となり、これら
~現
象を引き起こしたのではないかと考えられた。

以上のことから、TMGMVは 、本症の障害の形態や
之域での発生状況からも関連性が推察された。甘長ピー

マンえそ症の発生が TMGMVに 起因することを今後明
らかにする必要性が示唆された。

仮にウィルスが原因であると考えれば、防除するため

■|ま、①発病株を早期除去する。②管理作業で使用する

サヽ ミ等を頻繁に消毒する。③栽培終了後、発病株の根

を出来るだけ圃場内に残さない。④輪作体系を導入する。

などの対策が必要である。

また、甘長ピーマンえそ症の発生が前年より減少する

三がみられたことや、若千ではあるが、一度発生が確認

されたが、後に発生が確認されなくなったほ場も認めら

'1た
。 この原因としては、TMGMV以 外のウィルスと
]関連の有無、気象要因および栽培管理方法等との関連

■考えられたがはつきりとした理由はわからなかった。

I長 ピーマンのえそ症の対策技術を確立する上で、さら

.こ 今後解明する必要があると考えられた。
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Abstract

Thc dctailcd illJury and outbrcak progrcss、 vas studicd on
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